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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

カルシウム製剤を静注された，もしくは静注されなかった敗血症性ショック患者の循環動

態と転帰を評価する為に対象患者のデータを後方視的に収集した。循環動態を比較する為に

カルシウム静注群（n=112）とカルシウム非静注群（n=42）における vasoactive-inotropic score
(VIS)の変化量を比較した。二次エンドポイントは集中治療室（ICU）滞在期間，入院期間，

院内死亡，28 日死亡，ICU 入室後 72 時間の Sequential Organ Failure Assessment score の

変化量とした。ベースラインから 1 時間後の VIS 変化量はカルシウム静注群でカルシウム非

静注群より有意に大きかった（1.41 vs. -1.25; p < 0.001）が，3, 6, 24, 48, 72 時間後の VIS
変化量，二次エンドポイントは両群間で差は認めなかった。カルシウム製剤の静注が，静注

後短時間であるが，敗血症性ショック患者の循環動態を不安定化させる可能性が示唆された。
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